
 

 
総合企画部 広報室 

〒750-8603 下関市竹崎町４丁目２番３６号 

https://www.ymfg.co.jp 

 

 
 
 

 

２０２１年１２月２日 

各 位 

株 式 会 社 山口フィナンシャルグループ  

株 式 会 社 山 口 銀 行 

 

「使命・存在意義（パーパス）」・「将来のあるべき姿（ビジョン）」 

「グループサステナビリティ方針」の策定、 

「マテリアリティ」特定のお知らせ 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長グループＣＥＯ 椋梨 敬介）、山口銀行（頭取 

神田 一成）、もみじ銀行（頭取 小田 宏史）、北九州銀行（頭取 嘉藤 晃玉）は、このたび、

「使命・存在意義（パーパス）」・「将来のあるべき姿（ビジョン）」・「グループサステナビリ

ティ方針」の策定、「マテリアリティ」の特定をいたしましたので下記の通りお知らせします。 

 

記 

 

１． 「使命・存在意義（パーパス）」・「将来のあるべき姿（ビジョン）」の策定について 

山口フィナンシャルグループは、グループ役職員一同の力を結集して企業価値を高めていく

ために、新たに「使命・存在意義（パーパス）」・「将来のあるべき姿（ビジョン）」を策定

いたしました。従来のグループビジョンの考えや事業活動等を通して私たちが大事にしている

思いを取り入れております 

 

 

 



２．「グループサステナビリティ方針」の策定について 

  山口フィナンシャルグループは、これまで地域の社会価値と当社グループの経済価値の両立

を目指す「YM-CSVモデル」を実践してまいりました。その考え方を発展させ、更なる「地域価

値向上」に資する企業グループを目指し、かつグループ全体で意思を共有できるものとして新

たに「グループサステナビリティ方針」を策定いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「マテリアリティ」の特定について 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献するために、特に重点的に取

り組むべき ESG課題「マテリアリティ」を特定いたしました。 

特定にあたって、国際的ガイドライン等から網羅的に ESG課題を抽出し、当社グループにお

ける重要度と社会・ステークホルダーにおける重要度の両面から評価しました。その後、取締

役会等での議論を重ね、12項目の「マテリアリティ」の特定に至りました。 

 

 

山口フィナンシャルグループは、「使命・存在意義（パーパス）」・「将来のあるべき姿（ビ

ジョン）」・「グループサステナビリティ方針」・「マテリアリティ」に基づく事業活動等を通

じて、グループ一体で地域の発展と未来づくりに邁進してまいります。 

 

以 上 

 

 

 

グループサステナビリティ方針 

 

私たちは、地域の皆さまと共に歩み、共に成長するため、 

様々な事業活動を通じて、多様な課題の解決に取り組み、 

地域の価値向上を実践していくことにより、 

持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

【本件に関する問い合わせ先】 

山口フィナンシャルグループ 総合企画部 高瀬 

TEL（０８２）２５８―８９４５ 

 

 


